
　

　

 　
九
月
一
日
、

世
界
で
も
屋
久

島
と
種
子
島
に
の
み
自
生
す
る

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
調
査
に
、

保
全
セ
ン
タ
ー

職
員
も
同
行
し

ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
ヤ
ク
タ

ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
繁
殖
動
態
の
推
移

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
お
り
、

当
日
は

西
部
地
域
に
分
布
す
る
個
体
群

に
つ
い
て
、

樹
幹
直
径
の
計
測

や

未

裂

開

の

球

果

の

採

取
、

シ
ー

ド
ト
ラ
ッ

プ
の
設
置
等
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
は
険
し
い

急
斜
面
の
上
に
生
え
て
い
る
こ

と
が
多
い
た
め
、

対
象
の
樹
木

ま
で
辿
り
着
く
だ
け
で
も
一
苦

労
で
、

高
さ
一
〇
ｍ
を
超
え
る

枝
か
ら
の
球
果
採
集
は
非
常
に

難
し
い
作
業
で
し
た
。

研
究
員

の
方
々
は
、

目
も
く
ら
む
よ
う

な
断
崖
を
も
ろ
と
も
せ
ず
に
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
黙
々
と
作
業

を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

森
林
総
研
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調
査

（

独
）

森

林

総

合

研

究

所

で

は
、

屋
久
島
地
域
に
お
け
る
越

境
大
気
汚
染
物
質
の
飛
来
量
と

森
林
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
を

定
量
的
に
評
価
し
、

将
来
的
な

変
化
の
予
測
手
法
を
開
発
す
る

た

め

の

調

査

を

行
っ

て

い

ま

す
。

る
捕
獲
手
法
や
捕
獲
可
能
な
場

所
の
選
定
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

昨

年
、

二
千
頭
余
り
の
シ
カ
捕
獲

実
績
が
あ
る
も
の
の
、

さ
ら
に

捕

獲

地

域

毎

の

分

析

と

と

も

に
、

今
年
度
の
実
績
と
の
比
較

を
行
い
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ

る

と

の

意

見

が

あ

り

ま

し

た
。
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八
月
二
八
日
・
二
九
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
屋
久
島
に
お
け

る
シ
カ

の

被

害

状

況

に

つ

い

て
、

科
学
委
員
会
ヤ
ク
シ
カ
Ｗ

Ｇ
に
よ
る
現
地
視
察
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
に
は

ほ
と
ん
ど
の
委
員
に
参
加
い
た

だ
き
、

世
界
遺
産
地
域
で
の
植

生
保
護
柵
の
設
置
状
況
や
土
砂

流
出
の
現
状
、

南
部
･
北
東
部

で
の
シ
カ
の
被
害
状
況
、

く
く

り
罠
設
置
等
を
視
察
し
、

鹿
児

島
県
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「

屋
久
島
地
域
の
特
定
鳥
獣

保
護
管
理
計
画
」

や
奥
岳
地
域

で
の
捕
獲
の
検
討
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
、

昨
年
度
末
に
西
部

地
域
の
国
有
林
に
設
置
し
た
保

護
柵
を
視
察
し
、

今
後
の
推
移

を
検
証
す
る
上
で
保
護
柵
の
保

守
・
管
理
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

川
原
地

区
で
は
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
が
設
置

し

た

保

護

柵

が

三

年

を

経

過

し
、

西
部
で
は
近
年
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
か
っ

た
植
生
が
回
復

す
る
な
ど
柵
の
効
果
が
見
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

シ
カ

食
害
が
進
ん
で
い
る
箇
所
で
は

裸
地
化
に
よ
る
土
砂
の
流
出
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、

希
少
種
が
残
存

す
る
南
部
地
域
に
お
い
て
は
、

今
後
は
シ
カ
の
食
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

植
生
保

護
柵
の
早
期
設
置
等
の
対
策
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
視
察
後
は
、

屋
久
島
地
域
の

科

学

委

員

会

ヤ
ク
シ
カ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
全

国

に

分

布

す

る

多

年

草

で
、

秋
に
低
地
の
路
傍
に
普
通

に
見
ら
れ
る
。

葉
は
茎
に
対
生

に
つ
き
羽
状
に
切
れ
込
む
が
、

上
下
で
か
な
り
形
が
異
な
る
。

秋
に
高
さ
一
㍍
程
の
太
い
茎
を

伸
ば
し
、

枝
先
に
集
散
花
序
を

出
し
、

多
く
の
白
い
花
を
つ
け

る
。

花
期
八
～

一
〇
月

オトコエシ
（オミナエシ科）

屋久島生態系モニタリング 現

地

視

察

及

び

意

見

交

換

会

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

※標高1000ｍﾌﾟﾛｯﾄ（湯泊歩道脇）の植生

屋久島の植物

標高1000mﾌﾟﾛｯﾄは､湯泊歩道沿いの広葉樹林に設定した｡付近
は烏帽子岳から南西に下る尾根上であり､尾根の南側と東側とに
分けてﾌﾟﾛｯﾄを設定した｡平均傾斜は26°､斜面方位はS50°W（東
南向き）である｡

［高木層］ｲｽﾉｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ｼｷﾐなどが多く､ﾋﾒｼｬﾗ･ｻｶｷ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ｱ
ﾃﾞｸ･ﾏﾃﾊﾞｼｲなどが混生する｡
［亜高木層］ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｼｷﾐ･ｲﾇｶﾞｼ･ｻｻﾞﾝｶ･ﾊｲﾉｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ
が多く､ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ｸﾛﾊﾞｲ･ｲｽﾉｷなどが混生する｡
［低木層］ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｼｷﾐ･ﾋﾒｼｬﾗ･ﾊｲﾉｷが多く､ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾋｻｶｷ･ｸﾛ
ﾊﾞｲ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲなどが混生する｡
［草本層］ﾋﾒﾄｹﾝﾗﾝ･ｼｭｽﾗﾝなどのラン類､ｲﾜﾔﾅｷﾞｼﾀﾞ･ﾖｳﾗｸﾗﾝなど
の着生植物が見られる｡シカの食害が目立ち､植被率は減少しつ
つある｡倒木の根株があり､新たな更新が始まっている｡

［群集および特徴的な出現樹種］ｲｽﾉｷ-ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ-ﾊｲﾉｷ群集であ
る｡ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多く､またﾊｲﾉｷも多いことから階層区分が比較的
はっきりした林分である｡ｲｽﾉｷ･ｱｶｶﾞｼ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ﾎｿﾊﾞﾀ
ﾌﾞは分布の上限に近い種である｡

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に

関
し
、

植
生
被
害
調
査
等
に

つ
い
て
打
合
せ
を
行
い
、

捕

獲
手
法
や
管
理
目
標
に
対
し

て
地
域
毎
に
細
分
化
す
る
こ

と

等

の

意

見

が

あ

り

ま

し

た
。

今
後
、

科
学
委
員
会
シ

カ

Ｗ

Ｇ

で

の

議

論

も

踏

ま

え
、

年
度
内
に
計
画
を
策
定

し
、

平
成
二
四
年
度
か
ら
の

実
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
二
日
目
は
、

愛
子
岳
周
辺

で
増
加
傾
向
に
あ
る
シ
カ
へ

の
対
策
と
し
て
、

環
境
省
の

取
組
に
つ
い
て
説
明
後
、

町

営
牧
場
周
辺
及
び
登
山
道
周

辺
で
植
生
へ
の
影
響
を
確
認

し
、

数
十
年
に
お
よ
ぶ
植
生

の

変

化

を

林

野

庁

報

告

書

(
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査

)
を
基
に
説
明
し
、

さ
ら

に
調
査
事
項
の
充
実
が
求
め

ら

れ

た

と

こ

ろ

で

す
。

ま

た
、

宮
之
浦
林
道
で
の
森
林

管
理
署
職
員
に
よ
る
く
く
り

罠

に

よ

る

捕

獲

の

取

組

で

は
、

罠
の
設
置
や
か
け
方
を

説
明
･
実
演
し
、

捕
獲
時
の

作
動
の
確
認
、

設
置
時
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、

屋
久
島
環
境
文

化
村
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
、

高
標
高
部
（

奥
岳
）

に
お
け 西部地域植生保護柵視察の様子

宮之浦林道でのくくり罠設置実演



１　　平成２２年度収入
協力金として収受した金額 ４５，９７７千円

２　　平成２２年度特定森林環境整備事業費
自然休養林の環境整備等に拠出した金額 ４０，７７８千円

支出内訳
① 人件費 ２３，４９８千円

（林内点検・修繕、小屋清掃、駐車場整理及び協力金収受業務等）

② 施設整備 ４，８２５千円
（観察路補修、手摺補強、看板作製等）

③ 森林教育及び普及啓発 ３，７３７千円
（リーフレット印刷、消耗品等）

④ 森林整備、環境保全 ４，５４４千円
（白谷小屋屎尿処理）

その他 ４，１７４千円
（保険、燃料費、需用費、役務費等）

お問い合わせ先
屋久島レクリエーションの森保護管理協議会
TEL　0997-42-3508

『洋上アルプスＮｏ．１９８号裏面』屋久島森林環境保全センター

＜入林許可が不要な場合＞

・　個人的な登山・写真撮影（公共の登山道・
　　観光名所に限る）
・　入林箇所に国有林が含まれない場合

＜入林許可が必要な場合＞

・　営利・広報目的の写真・映像の撮影
・　調査・研究
・　登山道や山小屋等の整備・工事・点検
・　法人・公共団体等が主催する行事
　　（観光業のツアーは除く）

屋久島レクリエーションの森保護管理協議会からのお知らせ

　日頃から国有林野事業にご理解とご協力をいただきありがとうございます。
　今後の入林手続きの際は、新しい様式の「国有林野入林申請書」（PC入力も可能なExcelデータ）及び別紙
「入林許可条件」・「入林に際しての遵守事項」を屋久島森林環境保全センターのホームページからダウン
ロード可能ですのでご利用ください。(URL:  http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html )
　申請書の記入に当たっては、「屋久島国有林における入林許可手続きの流れと注意点」をお読みになった
上で、入林目的に合った「国有林野入林申請書記入要領」を参照してください（いずれも当センターホーム
ページよりPDFデータをダウンロードできます。もし、ホームページ上に上記の様式が見当たらない場合は、
ブラウザの更新ボタンを押してから再度確認してください）。

　皆様方の自然休養林に対するご協力に対しまして、心からお礼申し上げます。
　皆様方からいただきました森林環境整備推進協力金は、下記のとおりヤクスギランドと白谷雲水峡の森林
環境整備事業に使用させていただきました。

屋久島国有林における入林申請書の様式が新しくなりました

森林環境整備推進協力金について


